
「な問題文の前半について

定積変化の熱力学第一法則より
Q i n = △ U + W o u t

モル比類の定義、"U + 0

Qin=NCVOT
2式よりw=n

CVOT
ということを言っている。

そして、△U=nCvUTは他の変化（等圧など）でもと
（ア ピストンが自由に動

一く⇒力のりあ一いより一等圧変化である。

熱力学第一法則の式をたてると、
Q i n = △ U + W o u tなど！ヶ=.どだだいで、？籍の

⇒ n(p(T-T)=たいはい；P(V_V)
（イ 状態方程式より
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でで）=nR_i.vn)

（ウ これを（イ）の式に代入して
n Cp(T-T)=n(v (T-T) + M R ( T - T )
： .CPいきいないに褜繧成立する）


